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令和 6 年 5 月 14 日 

令和 6 年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人 立志舎 

専門学校日本鉄道＆スポーツビジネスカレッジ 

学 校 関 係 者 評 価 委 員 会                    

  

自己点検・自己評価実施委員会が作成した「令和 5 年度自己評価表」を基に学校関係者評価を行いまし

た。その結果を以下の通り報告いたします。 

 

⒈ 令和 6 年度 学校関係者評価委員会 

＜評価委員＞ (五十音順)  

富永 高広氏  株式会社日本旅行 東京教育営業部 部長 

林  哲治氏  立志舎高等学校 教頭 

平澤 精一氏  有限会社井荻スポーツ社 代表取締役 

藤代 真弘氏  東海旅客鉄道株式会社 新幹線鉄道事業本部 東京第二運輸所 指導車掌 

丸茂 茜 氏  ヒロセ電機株式会社 製作本部長室  

 

＜事務局＞ 

田村   勉  専門学校日本鉄道＆スポーツビジネスカレッジ 校長 

木塚  孝夫  専門学校日本鉄道＆スポーツビジネスカレッジ 教務部課長 

 

2．基準項目ごとの学校関係者評価・意見 

項目 評価・意見 

基準１ 教育理念・

目標 

イ． 教育理念、目的、育成人材像について定められているか 

学校の目標は、「学校教育法に基づき人格の陶冶と、ビジネス、鉄道、トラ

ベル、ホテル、スポーツ、医療・福祉および一般教養に関する正しい知識を身

につけ日本経済の発展に貢献できる人材の育成を目的とする」としている。

また、学園の基本目標を『学生から信頼され支持される学校づくり』として、

教職員一丸となって取り組んでいる。 

ロ． 学校における職業教育の特色は何か 

教育の特色は、本学独自の教育システムの「ゼミ学習」である。この学習シ

ステムにより合格実績、就職実績、人格陶冶を達成している。 

ハ． 教育理念、目的、育成人材、特色が学生や保護者などに周知されているか 

入学希望者にはオープンキャンパス等でわかりやすく説明しており、学生・

保護者等に周知しているが完全とは言えないため今後も継続して周知してい
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く。 

ニ． 各学科の教育目標、育成人材像は業界ニーズに向けられているか 

育成人材像が業界のニーズに向けて方向づけられるように、毎年開催する

学内就職セミナーや教育課程編成委員会を通して業界のニーズを把握し、ゼ

ミ学習を通じて日々学生を指導している。 

 

基準１についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、次の

意見があった。 

(1) 私自身が保護者の立場になり、当時「保護者会はないのか」と校長に聞いて

みたことがあるんですが、「ない」と言われた。でも先生たちのケアは素晴ら

しかったので、保護者会がないことによって何か足りてなかったかというと

保護者の立場として足りないことは何もなかったです。私立の高校はほぼす

べて保護者会があるのであってもいいとは思いますし、無いという方針を貫

くのもありだと思います。 

(2) 専門学校に入学して、ゼミ学習で色んな人と話をする機会が増え、話すこと

で自分の考えもまとまるし相手の意見も聞くことができました。社会に出て

からは、目上の方の意見をスムーズに聞くことができたり会話ができたりし

ている。これはゼミ学習のお陰だと思います。 

 

基準２ 学校運営 イ．目的に沿った運営方針が策定されているか 

各学科の目的等を達成するために「学生から信頼され支持される学校づく

り」を基本目標とし全教職員に周知徹底している。各部署には目標達成のた

めに数値目標が明確にされており、その目標達成のために授業を組織的に運

営している。 

ロ．運営組織や意思決定機能は規則などにおいて明確化され機能しているか 

運営組織や意思決定機能は規則等において明確にしており、理事会、評議

員会、校長会、部次長会議、責任者会議、課会議といった意思決定プロセスが

制度化されその権限を明確にしており、意思決定システムは確立されている。 

ハ．人事制度や組織整備がなされているか 

人事や賃金の処遇に関する制度として、採用制度、昇進・昇給制度、賃金制

度、人事考課制度を整備している。 

二．教務、財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 

日常的な意思決定は管理職が行っている。学校間の調整は運営本部または

部次長会議で決定している。また、責任者会議、課会議といった意思決定シス

テムが整備され、その役割と権限を明確にしている。 

ホ．教育活動に関する情報公開が適切になされているか 

ホームページで資格取得実績や就職実績、学校概要、卒業認定方針、自己評
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価表、学校関係者評価委員会報告書、高等教育無償化公表資料、職業実践専門

課程基本情報、シラバス、実務教員の授業科目、財務情報、理事一覧、成績評

価基準を公開している。 

ヘ．情報システム化などによる業務の効率化が図られているか 

①学生管理は立志舎専用の学務システムを構築している。セキュリティに関し

ては仮想プライベートネットワーク(VPN 網)を利用しているため教務室のネ

ットワークでしかログインできない。各職員にはログイン ID・パスワード、

IP アドレスが与えられており不審なログインをシステム管理者が監視してい

る。 

②全教職員にノートパソコンを貸与して、対学生、教職員間のコミュニケーシ

ョンはOffice365(Microsoft365)を利用している。 

③学生に対する就職支援は「就職支援ポータルサイト」を利用してリアルタイ

ムの情報提供やエントリーの一元管理を行っている 

 

基準２についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、次の

意見があった。 

(1) 情報公開については内容やホームページの公開画面も見やすいものになっ

ている。また、私が学生だった時代と違い、スマホから情報が見ることがで

きるのは大変便利であるので継続してほしい。 

(2) 情報システム化について当社でも VPN を使用しています。最近はモバイル

パソコンを使っていたり、在宅でテレワークをしていたりすることから、あ

らゆるリスクに備えなければならない状況です。そのため情報システムの

研修を行っていますが、立志舎でもセキュリティについて、しっかり管理さ

れているので引き続き継続していただきたい。 

 

基準３ 教育活動 イ．教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 

教育理念等に沿った、各学科の目的を達成するために、カリキュラムは、年

2 回実施される教育課程編成委員会での外部委員の意見を参考にカリキュラ

ム作成委員会を開催し、定期的な見直しを行っている。実際に委員会の意見

を活用して新しいカリキュラムに取り入れた事例が多くある。 

ロ．教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 

各学科の目標を明確にし、講義だけではなくゼミ学習で各学生の理解度を深

め、答案練習会や確認テストにより理解度を把握している。各学科 2 年間の

規定時間である 1720 時間を超える授業時間を確保している。 

ハ．学科などのカリキュラムは体系的に編成されているか 

 学科等のカリキュラムは教育課程編成委員会での外部委員の意見を参考
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に、カリキュラム作成委員会において社会のニーズに対応するように編成し

ている。また、カリキュラム会議において各学科で目標とする資格取得のた

めに定期的に見直しを行っている。 

ニ．キャリア教育、実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工

夫・開発などが実施されているか 

専門知識や技術以外にもビジネスマナー、コミュニケーション能力などを育

成するキャリア教育を実践するため、該当する授業科目を設置し、企業の人

事担当者による官公庁説明会および学内就職セミナーも実施している。 

ホ．関連分野における実践的な職業教育が体系的に位置づけられているか 

スポーツ、鉄道・トラベルともに毎年定期的に校外実習やインターンシッ

プなどを取り入れ学生の技術能力の向上のために計画的に行っている。 

へ．授業評価の実施・評価体制はあるか 

授業運営の適否を判断、見直しをするために学生による授業評価アンケー

トを実施している。 

ト．成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

成績評価・単位認定の基準を明確に定め、学則、専門課程便覧、ホームペー

ジで学生にも周知徹底し、厳正に行っている。ＧＰＡも算出し学生の成績を

より明確に把握している。 

チ．資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 

各学科で目標とする資格・試験を明確に定め、その合格がより確実になる

ようなカリキュラム編成をしている。そして、試験終了後カリキュラム会議

を開き、次回に反映させるようにしている。各学科で各科目のシラバスを作

成し、カリキュラム編成においても目標達成のため科目の適正な配置を行っ

ている。 

リ．人材育成目標に向け、授業を行うことが出来る要件を備えた教員を確保してい

るか 

育成目標に向け授業を行うことができる教員として、専門性、人間性、教授

力、必要資格等の諸要件を備えた人材の確保はできている。 

ヌ．教員の能力開発のための研修などが行われているか 

各学科とも専攻分野の研修と指導力向上のための研修があり、指導力向上

に関しては全学科統一で人権研修としてハラスメント防止に関する研修を毎

年実施し、専攻分野のスキルアップは各学科で身につけた方が良いスキルを

設定して毎年行っている。特に 5 年度は鉄道分野では運転シミュレータに関

する研修を行い、スポーツ分野では実際にクライアントを持ちトレーナーと

して活躍している方を講師として招いて現場で使っているトレーニング方法

を学んだ。 
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基準３についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、次の

意見があった。 

(1)  毎年各学科ごとに研修されているのは本当に素晴らしいです。30 年前と同

じ指導の方法もあるかと思いますが、時代の進化とともに方法論等も変わっ

てきます。今がどうなのか毎年研修で知識や技術を更新されているのは大変

だと思いますが、素晴らしいと思います。生徒さんも先生も成長されている

と思いました。世の中が複雑すぎて日々、初めての体験が多くなっていると

感じます。それらを避けるのでは無く受け入れるための研修というものがあ

るのではないかと思います。 

 (2) 当社ではエンゲージメント（社員に会社のことを愛してもらって会社も社

員を大切にするということ）に注力しています。様々な政策を実施していま

すがその中の一つに文化的要素を色々見て欲しいという意味合いから、劇団

四季のミュージカルを会社が費用を負担して観てもらったりしています。管

理職側として観てもとてもいい効果があると思います。 

（3）高校では学習指導要領を基準に全ての授業を行っているので、専門学校の

ように柔軟に外部の方の意見を取り入れるのは難しい状況ですが、ボランテ

ィア活動などで社会との繋がりを持って行かなくてはいけないと思ってい

ます。専門学校でも高校のように保護者との繋がりは多くなった方がいいと

思います。保護者会の実施や保護者からの相談、スクールカウンセラーなど

の導入など、様々な接点で保護者と関わっていった方が良いと思います。 

 

基準４ 学修成果 イ． 就職率の向上が図られているか 

各学科より就職実績の報告にあるように、就職率の向上が図られている。 

錦糸町校、杉並校とも就職率は 100％であった。 

ロ．資格取得率の向上が図られているか 

各学科より資格取得実績の報告にあるように、資格取得率の向上が図られ

ている。各学科より具体的な実績を説明した。 

ハ．退学率の低減が図られているか 

退学率の低減については、一人も退学者を出すことなく入学者全員を卒業

させることが最終目標であるため、担任をはじめ各学科の教員が学生全員に

目を配り、声をかけて退学率の低減を図っており、欠席した学生には担任が

電話することで長期の欠席にならないようにしている。前年度よりは退学者

数は減ったがゼロではないのでこの評価とした。その対策としてコミュニケ

ーションチェック表を毎日付けることによって学生との会話を確認し、学生

の様子を早く確認することに努めている。 
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この基準４についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1)  スポーツ学科について 

本当に素晴らしい実績であると思います。先生方の新しい取り組みなどを通

して、学生のやる気が起き、やりたいことが一生懸命できていたりしている

ことがこの成果を見て伺えます。引き続き継続してください。 

(2) 鉄道・トラベル学科について 

  検定実績と就職実績はかなりレベルの高い実績だと思います。これはゼミ学

習の授業を取り入れた成果だと思います。本当に素晴らしい実績です。 

即戦力を求めている企業の実態とマッチしていると感じております。引き続

き継続していただきたい。 

  

基準５ 学生支援 イ．進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

就職希望者には、就職相談室を設け、就職担当者およびクラス担任が学生

の就職相談、指導を行っている。令和 4 年度から Office365 のシェアポイン

トアプリを利用して「民間就職支援ポータルサイト」を立ち上げた。学生は求

人票をリアルタイムでいつでもスマホやパソコンで閲覧でき、エントリーも

スマホから行い、就職部と学生の連絡もこのサイトから行えるようになった。 

学生が自分でエントリーした場合には担任に自動でメールで連絡がされ、

学生も担任も連絡の行き違いがなくなり、スムーズな就職活動ができるよう

になった。 

ロ．学生相談に関する体制は整備されているか 

学生の相談はまずクラス担任にするが、その他にも学生相談室を設置し相

談できる体制をとっている。 

ハ．学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 

支援体制として特別奨学生試験、各種特待生制度、スポーツ実技特待生制

度を設けており、奨学金はすべて貸与ではなく給付としている。また令和元

年にスタートした高等教育の修学支援新制度対象校として文部科学省より認

定された。 

ニ．学生の健康を担う管理体制はあるか 

学校保健安全法に基づく健康診断を全学生に実施している。また、指定病

院が学生の健康相談などに応じている。コロナ禍における感染予防対策につ

いては万全に行っている。 

ホ．課外活動に対する支援体制は整備されているか 

課外活動として野球部、サッカー部、バスケットボール部、バレーボール部

などのクラブ活動や、体育祭、学園祭、球技大会などを学生主体で実施し、教

職員が助言、指導をしている。それぞれの部活の大会でも高い実績を上げた。 
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ヘ．学生の生活環境への支援は行われているか 

遠隔地出身者のために提携している学生寮を紹介し、安心して学生生活が

送れるよう支援をしている。 

ト．保護者と適切に連携しているか 

保護者には、学生に対して適切な指導、相談を行うために出席状況、成績

表、相談室のお知らせ等を年に 4 回送付している。また、必要に応じて保護

者への電話連絡や面談をしている。 

チ．高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みが行

われているか 

一部の高校と高専連携を結んでいる。また様々な高校と無料での高校生の

民間就職支援、鉄道セミナー等を通じ、資格取得、就職内定を目指す生徒を応

援しているが、今後もさらに連携していく必要があると思う。 

 

この基準５についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1) トレーニングルームをリニューアルされたことが画期的で、作られたもの

が皆さんの役に立っていると思います。また学生がインターンシップで現場

を経験していることが素晴らしいですし、私たちが経験していることを学校

で先に経験しておいてもらうと社会に出てから後々役立つと思いますし、ミ

スマッチが無くなると思います。 

(2)  高校での就学支援制度は東京都と国からの制度がありますが、３年生向け

に次の進路先での奨学金の説明会を行っています。いつも定員を超える保護

者や生徒の参加数となっていて、それほど進学後の支援は必要とされている

と思います。ですから制度が充実している学校である旨を全面に謳っていた

だけると、進路先として高校側も薦めやすいですし、修学支援制度が充実し

ていることは時代に即していると感じます。 

 

基準６ 教育環境 イ．施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

設置基準に基づき教室、演習室、教員室、事務室などを設置しており、維持

管理については定期的な点検整備を行っているため、施設・設備は学生に教

育上支障がないように整備されている。しかし、施設についてはどこまで整

備してもさらに上を目指すという意味でこの評価にした。 

 

ロ．学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を

整備しているか 

実習施設についてはトレーニングルームをはじめとした各学科独自の実習
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室や墨田区総合体育館等の施設を確保している。海外研修等についてスポー

ツはグアムスポーツ研修を昨年度に続き国内に変更して実施した。海外添乗

実習はコロナ禍の影響により中止となった。また、インターンシップについ

ても各学科独自に企業との連携を構築し、学科の特徴にあった実習を例年行

っている 

ハ．防災に対する体制は整備されているか 

防災に対する体制は、防災指導担当者を定め防災訓練を実施し、教職員、学

生に防災に対する意識の喚起を行っている。 

 

この基準６についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1)  物価高騰と円安の影響により 40 万で行けたニュージーランドの 2 週間の

留学が 80 万円もします。台湾の卒業旅行を実施できましたが、校長が言う

ように海外を見て異文化に触れることで見識が広がり、逆に日本の良さが見

えてくることもあり、学生のうちに海外へ行くことがいいと思いますがとて

も高額です。ですが、高校の語学研修については 70 万円もする高額なツア

ーでも保護者はせっかくの機会なので体験をさせたいと定員が溢れるほどニ

ーズがあります。海外研修等を継続していただきたい。 

 

基準７ 学生の受け 

入れ募集 

イ． 学生募集活動は適正に行われているか 

本学で希望者の多い AO 入試についてはアドミッションポリシーを定め、

単願ではなく併願で実施している。 

オープンキャンパスや個別説明会を対面およびオンライン、午前・午後と

１日 2 回開催するなど様々なニーズに対応できる体制を構築した。 

ロ．学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 

募集活動において、教育成果を正確に伝えるために本学では資格取得実績・

就職実績は、本人の了承を得て、合格試験名、企業名、氏名(イニシャル表記)、

出身校名を明示することにより志望者、保護者から信用の得られる内容とな

っているため、志望者や保護者の方の判断にも役立つと思われる。 

  ホームページをリニューアルしてより学校情報を伝わりやすくした。 

学生の授業やイベントの様子はツイッター、インスタグラムを利用して高

校生に伝えている。 

 

ハ．学納金は妥当なものとなっているか 

学納金は学校の財政基盤の問題がでないように適正かつ妥当な金額に設定

されている。 
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この基準７についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1)  学生の頃に見ていたホームページとはだいぶ違い、とても見やすく目を引

くものが多く目的の情報を探しやすくていいと思います。イニシャル表記に

ついては昨今個人情報が厳しくなっているので、イニシャル表記とフルネー

ム表記を選べるというのがいいですし、臨機応変に対応していていいと思い

ます。 

(2)  高校への入学者の動向は Instagram か TikTok を見て選んだ生徒が本当に

多いです。基本的には Instagram がほとんどで、受験時期の高校３年生が

Instagram を見て興味を持つことが多いと感じています。 

ホームページについては閲覧者がページの中のどの部分を見たのか、クリッ

クしたのかの分析を行うといいと思う。 

 

基準８ 財務 イ．中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

ロ．予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

ハ．財務について会計監査が適正に行われているか 

ニ．財務情報公開の体制整備はできているか 

財務全般についてですが、少子化傾向が続く中、財政基盤を中長期的に安

定させていく必要がある。予算の編成及び執行に関する規程は、寄附行為、経

理規程に定められている。予算の編成は適切な手続きを経た上で確定し、予

算を執行している。会計監査については、監事２名が事業説明を受けて、財産

目録、貸借対照表、収支計算書によって会計監査を実施している。その結果を

監査報告書に記載し、理事会及び評議員会へ報告している。私立学校法第４

７条に基づき、財務情報として財産目録、貸借対照表、収支計算書、事業報告

書、監事監査報告書を作成し、公開している。さらに、ホームページ上では事

業の概要、財産目録、資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表を公

開している。以上の点から財務については適切に運用及び管理されている。 

 

この基準８についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1)  財務情報など必要な情報がホームページに公開されており、拝見したが適

正に運営されていると感じました。昨年との比較があれば、なお、見やすい

と感じました。 
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基準９ 法令等の 

遵守 

イ．法令、専修学校設置基準などの遵守と適正な運営がなされているか 

各種法令遵守に関する研修への参加や資料配布、および毎年の人権研修を

実施している。法令遵守規定があり、法令遵守推進管理者をおいて法令遵守

の推進を図っている。 

ロ．個人情報に関し、その保護のための対策が取られているか 

個人情報保護の取り扱いは個人情報保護規程、プライバシーポリシーを設

定しており、学園の保有する個人情報を委託業者に取り扱わせる場合には、

個人情報保護に関する文書の提出を義務付けている。また、各種学業成果を

公表する場合には、教職員より学生に趣旨を説明し本人の承諾を得ている。 

ロ． 自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 

自己点検・自己評価委員会を設置し、自己点検・自己評価を行っており、今

後も自己評価を実施して問題点を分析し、より良い改善をしていく。 

ハ．自己評価結果を公開しているか 

結果についてはホームページに公開している。 

 

この基準９についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1) プライバシーポリシーを拝見しましたが、基本的な内容は掲載があると思

います。業種、企業によって内容は違うと思いますが、年々進化していけば

よろしいと思います。 

 

基準 10 社会貢献・

地域貢献 

イ．学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 

ロ．学生ボランティア活動を奨励、支援しているか 

ハ．地域に対する公開講座・教育訓練の受託等を積極的に実施しているか 

社会貢献・地域貢献全般については学生のボランティア活動を奨励し、支

援している。学生は近隣の道路清掃をしており、その清掃活動は近隣からも

とても好評である。また、例年地域のイベントへの参加等、その地域の社会貢

献・地域貢献を行っている。 

社会貢献・地域貢献の内容として特に「第１回運転シミュレータ選手権大

会」、「鉄道イベント」と「高校生フィットネスボディコンテスト」の紹介をし

た。 

 

この基準 10 についての自己評価は委員の方々から「適正」であると評価され、

次の意見があった。 

(1) 私の在学中はシミュレータがなかったのでうらやましい。鉄道イベントで

の体験は子供達には大変貴重な経験になると思うので、将来の鉄道業界の発

展のためにも今後も継続してほしい。 
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(2)  RHF 大会の開催が素晴らしいと感じています。将来的には年齢層を広げ

ることで今まで以上の社会貢献になると思います。ぜひ検討ください。 

 

〔総括的な意見〕 
 

評価項目の評価についてはすべて妥当です。コロナ前に完全に戻ってはいませんが、様々な工夫をする

ことで学校行事、課外活動を実施している。学修成果ではどの学科も学生の期待に応える実績を達成して

いると高く評価できます。先生方の尽力が随所に成果として出ていると感じました。 

今回で第 1２回目の学校関係者評価委員会になるが、学校側の前年度より良くしようという姿勢がみら

れて素晴らしいと思います。特に社会貢献・地域貢献においては地域社会とともに発展しようという意味

合いと学生に様々なイベントの参加（体験）を通じて、人間関係の形成を促進させることを実践されてい

る点は専門学校が目指すキャリア教育に必要であると感じました。 

また情報公開については財務情報やプライバシーポリシーの詳細も確認でき適切に行われています。 

学校の授業の雰囲気や様々な行事、課外活動の様子も Instagram で積極的に開示されており入学希望者

の判断材料になる情報が提供されています。今後も学生のニーズに応える学校運営と社会に役立つ人材育

成に励んでほしい。今回の学校関係者評価は昨年以上に各学科の特徴や実績を中心とした報告があり、今

まで以上に貴校の実績の高さを知ることができました。 

 


